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からが%であつた.0冷水~iが少うヽ時ノ門薦が増すと伝格違減hざ減タレノ令水登が多ヽ)時

rel薄が増すとこに伝格↓波3=1曽力。する傾●:こある。O rel薦キが一たっ噴′簿た4今 水量が

増夕
。するとな洛速度:き戒夕 し,孔 漢|夕増が する模向lしある。④餞痣水犀 つ大せせ|よ史こにし

れ栃遷助数 の絶 口 ('00C.:S・メ下)ι 1゙1沢効 狡 lι関揉 な く人体 一
定 ずあ ろバ 」・・・グ`以 上 び|ま腱 り理

論によれば振動供が増せlざ問オフトルは村え増″することにある。⑤ しいし腱ヮ輪 べと欠

学結入とt薇べろと´爽しないえがあるのず鹿Rの実ι゙修正すらメ壼があるとこわれる。
' 4 8・

J
ら
格

速

図-1上 ,下姜風 =|り披ノエ

図2 - 3イス詢卜J LえヒP e l烈駐キリ鴨イエ園

( ω
ヽ 0 1 6 )

Fel 藤 キ

ロ2‐4仏沐邊度と問商キ,関イユ困

ξ  f佗わけ
ω‐・3ちり

ス倒 ω3a30,az

iス ・ o

矩戒 ・ o

暉4鼎 ・[[今:0‐2f十ゞfiλCt■1]書

●




